
平成２２年度魅力ある水産業のための技術開発事業のうち
省エネルギー技術導入効果実証試験事業
審査申請書（第○次公募）（兼実施計画書）

平成　　年　　月　　日
  水　産　庁　長　官　　殿
	（申請者）
	

	住　所
	

	電話番号
	

	法人名
	
	印

	代表者名
	
	印


  平成２２年度魅力ある水産業のための技術開発事業のうち省エネルギー技術導入効果実証試験事業に下記のとおり応募いたしたく、関係書類を添えて申請します。
記
	１．課題名 （実証試験名）

	　

	２．応募課題の概要（全体で５～６行程度で記述して下さい。）



１　事業の実施
	（１）実証試験実施体制

	①事業代表者(氏名、所属、役職名、連絡先：TEL・FAX・メールアドレス)
②使用する漁船概要（船名、トン数、漁業種類、船齢、漁船登録番号など）


	（２）事業期間                                                                 

	    平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

	
	


２　実証試験の内容                                                      
	（１）実証試験の内容
	（実証試験の実施体制、試験項目、省エネ効果の計測手法及び試験実施スケジュール等について具体的かつ簡潔に記載してください。）
（また、燃油費の補助を要望する場合、本実証試験に必要な燃油量の期間、使用量等の根拠を記載して下さい。）

	（２）省エネルギー効果
	（期待される省エネルギー効果及び投資効果等の当該漁船漁業における評価を簡潔に記載してください。例：省エネ効果の試算とその根拠、投資効果（初期投資回収期間）、既存設備との比較、現在の操業状況等）


	（３）当該漁船漁業に　　おける省エネルギ　　ー導入技術の取り　　組み状況
　　　　　　　　　　
	（実証する技術について、現在までの当該漁船漁業における取り組み段階を簡潔に記載してください。なお、本事業では導入する技術が当該漁船漁業において未普及なものを対象としております。）


　注）　実証試験設備等の概念図など、今回の申請内容を補足する図面等の資料があれば、別葉で添付してください。なお、従前設備と異なるポイントを示す図（例えば、機器構成図、設備概略図等）は、実証試験を行う導入技術のイメージ化に有効ですので、添付するよう努めて下さい。

３  経費の内訳
	費　目
	国庫補助金（円）
	自己資金（円）
	計
	備　考

	（１）実証試験費（小計）
	
	
	
	 １／２

	
	1 省エネ技術導入費（小計）
	
	
	
	

	
	  機械設備費
	
	
	
	

	
	　設備等設置費
	
	
	
	

	
	2 洋上実証費（小計）
	
	
	
	

	
	　燃油費
	
	
	
	

	（２）計画策定費
	
	
	
	 定額

	
	　謝　金
	
	
	
	

	
	　旅　費
	
	
	
	

	
	　消耗品費
	
	
	
	

	
	　その他
	
	
	
	

	（３）データ収集解析費（小計）
	
	
	
	 定額

	
	　データ収集器材費
	
	
	
	

	
	  雑役務費
	
	
	
	

	
	　賃　金
	
	
	
	

	
	　旅　費
	
	
	
	

	
	　消耗品費
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	


注１）費目欄には、実際に支出が見込まれる項目のみを記入して下さい。
注２）その他の経費には、備考欄に具体的な用途を記入して下さい。
注３）金額は千円単位で計上し、円単位で記入して下さい。






（別紙様式）









